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第
4
回　

危
険
な
生
物
と
の
つ
き
あ
い
方

　

自
然
と
の
距

離
が
近
い
勝
山

に
お
い
て
は
、

危
険
な
生
物
と

の
つ
き
あ
い
方

の
知
識
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
正

し
い
知
識
が
あ

れ
ば
、
危
険
を

事
前
に
回
避
で

き
る
た
め
、
不
必
要
に
怖
れ
る
こ
と
も
な

く
な
り
ま
す
し
、
万
一
被
害
に
あ
っ
て
も

冷
静
に
対
処
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
勝
山
で
気
を
つ
け
る
べ
き
主
な

生
物
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
マ
ム
シ
、
ヤ

マ
カ
ガ
シ
、ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
の
ハ
チ
類
、

ア
ブ
や
ブ
ユ
、
ド
ク
ガ
や
イ
ラ
ガ
な
ど
の

ガ
の
仲
間
、
ウ
ル
シ
の
仲
間
、
一
部
の
有

毒
植
物
や
キ
ノ
コ
類
な
ど
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
今
の
時
期
に
注
意
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
が
、
マ
ム
シ
、
ハ
チ
類
、

ガ
の
仲
間
、
ウ
ル
シ
な
ど
の
植
物
で
す
。

　

重
要
な
の
は
、
危
険
の
あ
る
生
物
か
ど

う
か
を
見
分
け
る
知
識
で
す
。
例
え
ば
ウ

ル
シ
な
ど
は
見
分
け
が
で
き
れ
ば
ま
ず
被

害
に
あ
い
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
服
装
に
つ
い
て
は
長
袖
長
ズ
ボ

ン
が
基
本
で
す
。
さ
ら
に
首
の
タ
オ
ル
、

帽
子
、
軍
手
、
長
靴
な
ど
で
、
ほ
と
ん
ど

の
生
物
か
ら
の
被
害
を
受
け
な
く
な
り
ま

す
。
と
に
か
く
皮
膚
の
露
出
を
避
け
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
マ
ム
シ
は
日

本
の
代
表
的
な
毒
蛇
で
す
が
、
攻
撃
範
囲

が
わ
ず
か
で
、
毒
牙
も
短
い
た
め
、
長
靴

を
履
い
て
さ
え
い
れ
ば
、
咬
ま
れ
る
ヘ
ビ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ハ
チ
に
つ
い
て
は
、

黒
い
も
の
を
狙
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
の

で
、
明
る
い
色
の
服
や
帽
子
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

　

万
が
一
の
た
め
に
、
是
非
持
っ
て
い
て

ほ
し
い
も
の
が
、
ポ
イ
ズ
ン
リ
ム
ー
バ
ー

と
い
う
毒
を
吸
引
す
る
道
具
で
す
。
こ
れ

は
ハ
チ
、
ア
ブ
、
ブ
ユ
、
ヘ
ビ
な
ど
に
咬

ま
れ
た
際
に
、
毒
の
影
響
を
軽
減
す
る
も

の
で
、
登
山
用
品
店
な
ど
で
入
手
で
き
ま

す
。
ま
た
、
マ
ム
シ
に
つ
い
て
は
、
血
清

が
福
井
社
会
保
険
病
院
に
常
備
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
携
帯
電
話
に
番
号
（
０
７
７

９
‐
88
‐
０
３
５
０
）
を
登
録
し
、
咬
ま

れ
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
で
き
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
特
に
保
護
者
や
学
校
関
係
者

は
迅
速
に
対
応
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

危
険
な
生
物
か
ら
目
を
そ
む
け
る
の
で

は
な
く
、
正
確
な
知
識
を
も
っ
て
的
確
に

見
分
け
、
迅
速
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
が
、
安
全
快
適
な
勝
山
ラ
イ
フ
を
送

る
た
め
の
必
須
事
項
で
す
。

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

市長となんでも
　　　語ろう会

と　き　10月4日（火）午後7時～9時
ところ　市民会館　大ホール
内　容　新体育館の建設について

まちづくりに関するご意見・ご提案をお待ちしています。
問　未来創造課（市役所２階）（☎88‐1115）（FAX88‐1119）
　　E-mail　mirai@city.katsuyama.lg.jp

　勝山市が、市民の自主的なスポーツ活動の場、国民体育大会などの
競技スポーツの場、健康増進施設、大規模災害時における避難所、大
規模イベント会場などとして、第５次勝山市総合計画の中で平成28年
の供用開始を目指している「新体育館の建設」計画について、市民の
皆さまと市長との話し合いをします。

チャイルドルームを
用意しています！

お子様連れの方も
気軽にご参加ください。
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地域でがんばっている団体をご紹介します

　

勝
Ｊ
Ｏ
Ｙ
レ
ポ
ー
ト
の
第
６
弾
を
お
届

け
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
昨
今
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
に
合

わ
せ
て
、
無
理
な
く
地
域
活
動
す
る
「
平

泉
寺
町
婦
人
会
」
と
、
昔
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
仏
教
を
地
区
の
宝
と
し
て
大
切

に
、か
つ
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
す
る「
薬

師
神
谷
婦
人
会
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

婦
人
団
体
ご
紹
介

無理のない婦人会活動を

平泉寺町婦人会
受け継がれてきた仏教婦人会

薬師神谷婦人会

活動のきっかけ
　町の文化祭や敬老会、町民運動会や九頭竜ワーク
ショップへのボランティア活動、婦人学級や１日研修な
ど、年間を通して活動しています。また、各支部では地
区の清掃活動や花壇の苗植え・草取り、文化祭の作品作
りなどの活動をしています。

時代に応じた学習会
　婦人学級や１日研修は、現代に合った内容や研修とし
ています。最近は、AEDの学習会や太極拳、ヨガなど
健康に関することをバランスよく学習しています。ま
た、県内外の視察ができる１日研修には、たくさんの会
員が参加してくれています。

輪（和）がモットー
　以前はたくさんの会員がいて、あらゆる行事に婦人会
の力が大いに発揮されていましたが、現在は会員が減少
しています。
　そこで、会員で役割を分担し、一人ひとりが無理なく
楽しく婦人会に参加でき、その中で自然に笑みがこぼれ
て人と人の輪（和）に繋がることをモットーに頑張って
います。

　平泉寺町婦人会会長　前川のり子さん

活動のきっかけ
・夕涼み会やコスモス祭り、敬老会でのお手伝い
・文化祭の出品や地区の掃除、花壇作り
・仏教婦人会　　など

仏教婦人会とは
　年に一度、地区の方が集まり、“ごえんさん”（住職）
からお経やお説教をいただいたあと、婦人会員が自宅で
採れた野菜を持ち寄り、調理した数々の料理でおもてな
しをします。
　何十年も前から班の当番制で行われてきた仏教婦人会
は、母から娘へ、姑から嫁へ受け継がれてきました。し
かし、６年前から婦人会が地区の行事として行っていま
す。地区の方との交流と親睦を深めるこの行事を、地区
の宝として大切に引き継いでいきたいと思っています。

今後の活動
　会員同士が行事を分担・協力し、また料理などを教え
たり教えられたりできる“和気あいあい”をモットーと
して、笑いの絶えない婦人会活動をしていきたいと思い
ます。

薬師神谷婦人会支部長　石塚直美さん

hisho
環境10%


